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1．はしがき
　鉤というのは，先のかぎ形になった武器あるいはかぎ形の金属器をいい，鈎はその俗字である。
日本ではかぎ状の突起のついた青銅製の腕輪が発見され，これを一般に有鉤銅釧といっているので，
わたくしもこの用語を使用させていただくこととする。
　日本の古い時代の銅釧には，なお佐賀県宇木遺跡出土のような単なる銅鎧，静岡県登呂道跡出土
のような銅板を曲げたもの，佐賀県千々賀遺跡や兵庫県田能遺跡出土の如きやはり貝輪を真似たも
のなどがあるが，有鉤銅釧はそのうちでも，きわめて特徴的であり，そして代表的なものというこ
とができるであろう。
　このような特異な形態をもった銅釧は大陸では発見されておらず，逆に日本においてはその鋳型
が出土しているので（1963），それがわがくにで鋳造されたものであることが明らかである。しか
し，これらについて，その青銅の成分の分析が行なわれたものはまだ一例もない。　、
　この珍奇な形をした有鉤銅釧の祖形については，普通に大形の巻貝である水字貝を縦割りにした
貝輪であろうといわれている。わたくしもこの説に同意したい。
　その水字貝は，台湾・沖縄・奄美大島地方に産し，日本はその南端において，それらの分布圏に
接しているわけである。この巻貝は，その殼口部近くに6本の大きな管状突起を有することで特異
な形態をもっている。
　わがくにの銅釧の多くのものが，貝輪に起源をもっているわけであるが，その中でも水字貝のそ
れを模倣したものが主体をなすのはどういうわけであろうか。時代は下るが，山梨県銚子塚古墳か
ら1個（上田1930），静岡県松林LLI古墳から2個（後藤1939）の水字貝の釧そのものが発見されて
いることから，この貝を尊重し，あるいは呪術的なものとする習俗のながれがあったことは，たし
かなようである。
　しかし・有鉤銅釧のいずれも，水字貝製の貝輪そのものより小形であるが，人間の手掌はすべて
はいる大きさであり，また実用にしようと思えば，充分に役立つものでもあった。
　より大きな問題は，この有鉤銅釧のその形状を越えて，それらの主体をなすものが，弥生時代に
おける北九州地方の首長のものとしてよい甕棺墓に副葬されていることより，これらが宝器であっ
たということである．そして，さらに一歩をすすめて，あるいは当時における珈台的勧を表現す
る性格をもっていたのではないかと思われることにあるのである。
1
明治大学　人文科学研究所紀要　第七冊
1
0 10CM
1
第1図　佐賀県桜馬場遺跡出土有鉤銅釧　A群（1）
2＿
有　鉤　銅　釧
1
13
N
0 10CM
第2図　佐賀県桜馬場遺跡出土有鉤銅釧　A群（2）
3
明治大学　人文科学研究所紀要　第七冊
　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　有鉤銅釧の分類
　まず・有鉤銅釧を考えていくために・各出土例の資料を検討することとしよう。その例数6例
36個が今まで知られている総数であるが，このほとんどが弥生時代の関係品であると思われるが，
1例1個だけが奈良県富雄丸1，1」古墳出土の古墳時代関係品である（末永1968）。その他に，先述し
た福岡県香椎遺跡出土の両面に鋳型を彫刻した資料がある（森1963）。
　，桜馬場A群例（第1図・第2図）　佐賀県唐津市桜馬場4f目桜馬場遺跡出土。仕上げには多少の
相違があるが，同鋳型によって製造されたと思われる14個の例品がある。長さ8．6cm，幅7．　lcm，
その指数83。5辺の多辺形をなし，貝輪の面取り，仕上げをよく模倣している。それぞれ1個の轡
曲した突起を有する。海岸砂丘の一部に設けられた甕棺の集合墓地において，1個の合口甕棺墓の
中から，その副葬晶として発見された。甕棺自体はおしくも破棄されたが，伊佐座式土器であった
と推定される。その甕棺の中には，さらに流雲文縁方格規矩四神鏡・素文縁方格規矩渦文鏡の2個
の後漢時代に属すると思われる銅鏡，巴形銅器3個，鉄刀残片1個，ガラス製小玉1個およびB群
有鉤銅釧が同時に副葬されていた（梅原1950，杉原・原口1961）。
　桜馬場B群例（第3図）　桜馬場A群例と共伴出土。やはり仕上げに多少の変化があるが，同鋳
型によると思われる12個の例品がある。長さ8．1cm，幅7．3cm，その指数90。すなわち，　A群よ
りも長さにおいて短かく，幅において広い。そして，この幅は有鉤銅釧中最大で，したがって，指
数も大きい。6辺の多辺形をなし、貝輪の面取りをよく真似ている。それぞれ1個の轡曲した突起
がある（梅原1950，杉原・原口1961）。
　西山公園A群例（第4図1～4）　福井県鯖江市長泉寺山西山公園遺跡出土。本遺跡からは総数9
個の有鉤銅釧が発見されているといわれるが，確認できるのは8個である。それらには大小の2群
がある。大をA群，小をB群とする。A群は同鋳型によったと思われる4個であって，うち1個は
欠損している。長さ9．8cm，幅6．5cm，その指数66。この長さは有鉤銅釧中最大であり，したが
ってその指数も小さい。形態は上下に平坦部があるが，大体において楕円形に近い。内側に樋状の
溝が彫られている。それぞれ1個の轡曲した突起がある。長泉寺山丘陵東側の崖端で，B群ととも
に発見された。なんらの遺構も伴出遺物も認められなかった。付近には西山方形周溝墓群が存在す
る　（斉ee　1957）。
　西山公園B群例（第4図5～8）　西山公園A群例と共伴出土。同鋳型によると思われる4個の例
品があり，うち1個に欠損部があって，ために長さがやや短かくなっている。長さ9．6cm，幅6．5
cm，その指数68である。すなわち，　A群よりも長さにおいてわずかに短かく，幅は同じである。
形態はA群例に類似して，楕円形に近い。内側の樋状の溝はA群よりも顕著である。同様にそれぞ
れ1個の轡曲した突起がある（斉藤1957）。
　矢崎例（第5図1）　静岡県駿東郡清水町徳倉矢崎遺跡出土。A’・B・Cの3個の断片があり，　B
とCには突起部が見られる。AとBはもと一つの個体であったと思われるので，少くとも本遺跡か
ら2個の銅釧が出土していることになる。しかし，Cにはすでに加工が行なわれ，直線化して，銅
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鍛に仕上げられた如き疑いがある。したがって，矢崎例というときには，A・Bの組み合せによる
個体をいうことにする。A・Bともにその破損部の末端に穿孔が認められ，それらを互いにくくり
合せて，再使用したことがうかがわれる。長さ7．2cm，幅・指数ともに不明。これは有鉤銅釧中，
長さにおいてもっとも短かい例である。上部にだけ平坦部をもち，むしろ楕円形に近い。貝輪の面
取りというよりは，鋳型の合せ目を残していると見るべきであろう。1個の轡曲した突起を有する。
矢崎遺跡は伊豆半島を流れる狩野川の河口近くの左岸に位置し，砂質の遺物包含層中において，第
四類あるいは第五類土器と伴出したといわれる。第四類土器は中期に属し，有東式土器に近く，第
五類土器は後期初頭に属し，登呂式土器に近い。おそらく，第五類土器と共伴したとすべきであろ
う　　（江藤1937）o
　白岳例（第5図2）　長崎県上県郡（対馬）上県町佐護白岳遺跡出土。長さ8・2cm，幅6・4cm，
その指数78。その幅においてもっとも狭い。上下に平坦部があるが，ほとんど楕円形を呈する。
真横に水平に延びる突起がある。この突起は本例独自のもので，あるいは水字貝製貝輪ではなくて，
てんぐにし製貝輪を誇張して模倣したものかもしれない。したがって，有鉤銅釧の例品とすること
は不適当かもしれない。白岳遺跡は山丘の鞍部に積石塚が累々としている遺跡である。そして，本
遺跡とともに銅剣・角形銅器などが伴出したといわれているが，出土遺構・共伴遺物など不明とす
べきであろう（後藤1922）。
　香椎鋳型A面例（第6図A）　福岡県福岡市香椎町松原出土。有鉤銅釧の鋳型であるが，上面（A
面）・下面（B面）の両面に鋳型が刻まれ，有鉤銅釧の資料として充分に役立つものである。A面
は長さ8．　1　cm，幅6．6cm，その指数83。ほとんど楕円形を呈し，貝輪の面取りの模倣は見られな
い。左側に轡曲した突起が，右側に横に水平に突き出した小突起が見られる。これはきわめて特異
なことであって，一般の有鉤銅釧に，さらに白岳例の如き，他種類の貝輪の模倣が加わったのでは
ないかと疑われる。発見地は低し）丘陵の麓の北面する谷であるといわれる（森1963）。
　香椎鋳型B面例（第6図B）　A面の反対の面に刻まれたもので，長さ7．5cm，幅6．　3　cm，その
指数8．5。すなわち，A面よりも長さ，幅ともに小さい。同じく楕円形を呈し，轡曲した突起と水
平の突起は，A面とは丁度左右逆に付されている（森1963）。
　以上の資料は，すべて弥生時代に関係ある遺品であると思われるが，前述した如く，明らかに古
墳時代のものとすべきものが1例ある。それは奈良県奈良市富雄町大和田丸山古墳出土例の1個で
ある。長さ8．5cm，幅6．7cm，その指数79。上下にことさらに平坦部をつくっているが，楕円形
としてよいであろう。貝輪にある面取りはすでにない。同側に2個の轡曲した突起があり，両者と
もそれはさらに先が反転していることが特異である。水字貝の管状突起の形態はまったく失われて
いると見るべきものであろう。この古墳は高さ10m前後の円墳で，また前方後円墳であった疑い
もあるという。共伴したとされる副葬品には，三角縁神獣鏡2面・三角縁竜虎鏡1面・琴柱形石製
品などの石製品・斧頭形石製模造品などの石製模造品・管玉等，多くの遺物があった。したがって，
本古墳は前期から中期への過渡期のものとすべきであり，弥生時代からはかなり時間がはなれてい
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る。ここでは有鉤銅釧がこのような時代まで残っていたということと，その退化形がどういう型式
をとるかということを知る資料としたい（末永1968）。
　有鉤銅釧の中においても，香椎鋳型A・B面例や前記の武雄丸山古墳例で分かるように，銅釧の
轡曲した突起はあとまで残るのであって，決して水平な突起は轡曲した突起の退化形ではないので
ある。そうすれば，白岳例は，水字貝貝輪の模倣でなくて，てんぐにし貝輪のそれとして，性格を
異にするものとして，厳格な意味では除外すべきであるかもしれないのである。
　そうすると，弥生時代に属する有鉤銅釧は，鋳型例をも加えると，7例37個となる。今それら
の型式分類を試みてみよう。これをA・B・Cの3型式とする。
　A式有鉤銅釧　多辺形で，貝輪の面取りの模倣が見られる。幅広く，したがって指数の最大例を
含む。桜馬場A群例14個，桜馬場B群例12個がはいる。桜馬場式有鉤銅釧と称してもよい。
　B式有鉤銅釧　上下あるいは一方だけが平坦で，ほとんど楕円形に近い，貝輪の面取りの模倣は
少い。細長で，したがって指数の最小例を含む。西山公園A群例4個，西山公園B群例4個，矢崎
例1個がはいる。西山公園式有鉤銅釧と称してもよい。
　C式有鉤銅釧　ほとんど楕円形である。貝輪の面取りの模倣は見られない。形が小さい。香椎鋳
型A面例1個，香椎鋳型B面例1個がはいる。香椎式有鉤銅釧と称してもよい。
　さて，以上の3型式の有鉤銅釧についての編年であるが，それらに層位的方法をとることができ
ないから，やむをえず原始形態・退化形態の概念を適用しなければならないであろう。そうすれば，
もし主張どおり，有鉤銅釧が水字貝製貝輪の模倣であるならば，それに近いほど原始形態であり，
遠ざかれば退化形態である。すなわち，A式のそれがもっとも古く，つぎにB式のそれがきて，　C
式のそれはもっとも新しいという編年が成立するわけである。
　つぎに，これらの編年結果に対して，年代決定を与えねばならない。有鉤銅釧それ自身は，年代
について何も語っていない。もっとも望まれることは，それにどのような弥生式土器が伴っていた
かということである。これについては，幸いなことに，桜馬場A群例・8群例有鉤銅釧は伊佐座式
土器に属すると思われる合口甕棺の中に副葬されていた。また，矢崎例有鉤銅釧は矢崎遺跡の第五
類土器と共伴していた可能性が強い。
　このようにしてみれば，有鉤銅釧に関係のある弥生式土器は，すべて弥生時代後期前半のものと
いうこととなる。弥生時代の後期は，わたくしの比較年代決定では100A．D．～300A．D．である
から（杉原1963），その前半といえぱ100A．D．～200A．D．ということとなる。おそらく，有鉤銅
釧の3型式は，この第2世紀の間に，それぞれの型式を生み，そして変化したものとせざるをえな
いのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　3．　有鉤銅釧の性格
まず，有鉤銅釧の分布を調べてみよう。北九州地方佐賀県唐津市内桜馬場遺跡で，桜馬場A群例
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第5図　静岡県矢崎遺跡出土（Dおよび長崎県白岳遺跡出土（2）有鉤銅釧
14個・B群例12個の合計26個，北陸地方福井県鯖江市内西由公園遺跡で，西山公園A群例4個・
B群例4個の合計8個，東海道地方静岡県沼津市外矢崎遺跡で矢崎例1個，そしてまた北九州地方
福岡県福岡市内香推遺跡で香推例として両面に彫刻のある鋳型1個が出土している。
　西山公園遺跡をのぞいては，いずれも海岸に近く，その伝播が，直接というのでなくても，それ
と海洋との関係がありはしないかという疑いをいだかせる。
　また，北九州地方にはA式のそれ，中部地方にはB式のそれというように，西方に古い型式が，
東方に新しい型式が存在するように感じさせるが，B式のそれより新しいC式のそれが同じく北九
州地方に存在することにより，そういう様相は成立しそうにない。
　弥生時代後期初頭においては，畿内地方より東方では，文化・社会の状態が，青銅器を鋳造する
技術を有するまでに至っていなかった筈である。したがって，西山公園A・B群例や矢崎例などの
有鉤銅釧が，その地方で製作されたとは考えられない。香推例鋳型の出土が示しているように，お
そらくすべての有鉤銅鉤は北九州地方で鋳造されたものであろう。そして，他の地方発見のそれは，
すべて北九州地方よりの移入と断ぜざるをえないであろう。
　北九州地方においても，まだ当時においては，青銅器の鋳造については，その原料も技術も大陸
に依存していたにちがいない。香椎例鋳型に見られるように，まず砂岩製鋳型材料に，水字貝製貝
輪を真似て，左右まったく反対の雌型を二つ造る。これを合わせ，それが微動もしないように結び
固定する。湯口は下方にあるが，これを上にし，そこへ湯を流し込む。凝固すれば，鋳型をはずし，
製品をとり出す。鋳放しのままでは未製品であり，これにかなり丹念に磨きをかけて，仕上げる。
同じ鋳型が使用にたえるまで，何度も繰返えし，それが10度を起すことがある。こうして，同鋳
型品ができる。鋳型が損傷すると，これを捨てることなく，未使用の面に再び雌型を彫って利用す
る。こうして，類似した有鉤銅釧が得られるのである。
　縄文時代においても，装身具として，貝輪の使用は行なわれていた，しかし，その場合は二枚貝
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を利用した簡単なものが多かったように思える。農耕が開始され，弥生時代にはいると，一般の情
勢がそうであるように，装飾品の利用は一段と活発になる。貝輪について，水字貝・てんぐにし・
いも貝の如き，巻貝を材料とし，これを縦割りあるいは横割りにした貝輪の使用が，ことに西日本
一帯に，目立ってくる。金属器の登場が関係しているのかもしれない。
　そして，順次その偲用が一部ののものに限られてくる傾向にあった。しかも，一人にて同類の貝
輪を数多く着装するきざしがあったようである。こうして西日本における族長たちによって，美し
く磨き上げられた巻貝製の貝輪は，欠かすことのできないものになりつつあった。それは，貝輪が
宝器化しつつあったわけである。
　弥生時代の前期には，いまだ日本に青銅器が存在した痕跡がない。その中期の前半になると，朝
鮮製の銅剣・銅鉾などの利器類その他の青銅製品が，はじめて北九州地方に移入される。実は，こ
の中にすでに銅釧があったのである。しかし，その形態は単なる銅鍛であって，特殊な器形をして
いるものではなかった。おそらく，後の日本製の銅釧には影響を与えることがなかったであろう。
中期の後半に至ると，朝鮮製の青銅器の上に，さらに中国製の銅鏡などを主体とした青銅製品類が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の加わる。しかし，いまだに日本で青銅器が製造されたという根拠がないのである。後期の前半にな
ると，はじめて日本製の青銅器が姿を現わす。有鉤銅釧もその一つなのである。
　弥生時代の後期の初頭，朝鮮においては，宝器としての青銅器の製造が従来きわめて盛んであっ
たのが，この時期までにそれが終止しているのである。これが半島における大きな社会的変革によ
るものであったろうと思われるのであるが，その詳細は不明である。ここにおいて，朝鮮における
青銅器の製作技術者やその原料が日本に渡来し，そして移入される動機は充分にあったわけであ
る。
　このようにして，日本で最初に青銅器を製造する運命をになうこととなった大陸から渡来した技
術者は，日本における社会的な指導者というのではなくて，当時の北九州における土着の族長たち
に奉仕する形となった。かれらは族長たちの要求にこたえるべく，自分の技術を発揮せねばならな
かった。また，当時に，日本における農耕社会は，そのような技術者を保持するぐらいまでには，
発達してきていたのである。
　かれらの製作した青銅器の一つである有鉤銅釧は，奇妙な形をした銅釧であった。腕輪という装
身具の目的からすると，むしろ大陸製の単なる円鑓こそ，それにふさわしい形態であったろう。そ
れが，伝統の貝輪の器形を模倣せねばならなかったことにより，特異な銅釧が生まれることとなっ
た。しかし，先にも述べたように，有鉤銅釧のすべての例が腕にはまり，実用に供することは，可
能であった。
　弥生時代の甕棺墓に埋葬された遺体に，員輪が着装されていた事実が何例かある。その場合もそ
れが複数が多かった。有鉤銅釧の出土例を見ると，同鋳型による同形のものが群になっていること
が多い。いくつかを組にして着用したものであろう。さらにそれらは，偶然にも偶数の場合が多い。
これにより，左右同数の銅釧を着装したのではないかという疑いをもつ。しかし，甕棺墓の貝輪の
着装の実例では，かならずしも左右同数とはなっていない。そう決断するのはまだ早いであろう。
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第6図　福岡県香椎遺跡出土有鉤銅釧鋳型A面（左）およびB面（右）
なお，桜馬場A・B例のように，一甕棺内に14個1組，12個1組合計26個の鋼釧が同時に副葬
されている場合などは，どうしても実際の必要な着装の数とは思えないほど多いとせねばならない
であろう。事実，宝器としての性格を見せていると考えられるのである。
　さて，北九州地方においては，米を主体とする農業の発生以来，いろいろの種類の墓制がみられ
るようになった。しかし，だんだんと貴重な副葬品が集中してくるのは甕棺墓においてである。こ
こにおいて，権力の象徴と考えるべき墓制は甕棺墓とせねばならない。
　わたくしは，かつてその系列をたどり，これを宇木型甕棺墓・須玖型甕棺墓・桜馬場型甕棺墓と
称した（杉原1963）。弥生時代中期前半，城ノ越式土器を使用した宇木型甕棺墓の副葬品には，朝
鮮渡来の銅利器類が見られる。当時，舶来の青銅器をもつことのできたのは隈られたものに違いな
い。しかし，一人に多く副葬されず，一甕棺墓一点という規制すらあったように見える。それは，
埋葬に付随する単なる礼儀であったようにさえ考えられる。
　しかし，中期後半，須玖式土器を使用した須玖型甕棺墓の副葬品は，従来の朝鮮製の銅利器類も，
当時新しく加わった中国製の銅鏡類も，ある特定の甕棺墓に数多く集中する。すでに，権力者の出
現を否定するわけにはいかない。青銅器類が個人の宝器としての性格をもってきているのである。
　このような情勢のあとを受けて，後期の前半，伊佐座式土器を使用した桜馬場型甕棺墓が出現す
る。やはり，副葬品としての青銅器類は集中して，それが権力者の墓であることを語っている。青
銅製品は朝鮮製のものが姿を消し，中国製の銅鏡類に，いよいよ日本製の青銅器が加わるのであ
る。それらに，いままで述べてきた有鉤銅釧や，そして巴形銅器があるわけである。
　これまで，すでに大陸製の立派な青銅製品を数多く見てきた筈であるが，いよいよ自分の権力の
下で，青銅器が製造できるようになると，それが原始的な貝輪を模倣したものであることに驚く。
その権力が土着のものを中心として発達したと同時に・それがきわめて伝統の強いものであること
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に気付くのである。
　おそらく，有鉤銅釧という形態にすでに規制に近いものと，それを所有することに権力の表現が
あったのであろう。これが，宝器としての有鉤銅釧の本来の性格であつたように思えるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　4。　あ　と　が　き
　有鉤銅釧は，首長が常時着装していたのか，儀式のときにのみ甑用したのかは不明であるが，そ
れらが単なる宝器ではなく，かれらの権力の表徴にもなっていたであろうことが考えられる。した
がって，かれらが死するやそれらを副葬して送ることも当然なことであったろう。ここにおいては
有鉤銅釧を宝器として世襲する風習はなかったとせねばならないであろう。
　以上は，有鉤銅釧の本格的なあり方であるが．この西山公園遺跡や矢崎遺跡における遺物の出土
状態を考えねばならない。矢崎遺跡の場合は破棄されたととも思えるが，西山公園遺跡の場合は明
らかに人為的な埋蔵である。しかも，そこには何等の遺構も見られず，桜馬場遺跡の如き墓地では
なく，したがって副葬品ではなかったようである。これを如何に解すべきであろうか。
　弥生時代後期の初頭，当時すでに大陸製の細形の銅剣・銅鉾・銅丈といった銅利器類の移入は止
っていたであろう。それと同時に，日本で鋳造されはじめたものとして，この有鉤銅釧の外に，巴
形銅器・中細形の銅利器類そして古型式の銅鐸があったと思われるのである。そのうち，巴形銅器
は有鉤銅釧と同じ性格をもち，そして運命をともにした。中細形の銅利器類は副葬品となることほ
とんどなく，そして銅鐸はまったくなかった。
　弥生時代は農業が進展し，そのため階級社会を誘発する可能性が十分にあった。しかし，それに
もまして，縄文時代の原始社会の伝統が非常に強く，弥生時代に至っても血縁的な共同体社会を強
く守っていたというのが，日本全体の状態であったのである。したがって，大陸の情勢の影響のみ
によって，社会の変化が起らざるをえなかった。その選ばれた地方がとりもなおさず北九州地方で
あったのである。弥生時代の中期後半から，そのきざしが見えはじあた。前に述べた須玖型の甕棺
墓や，そしてこの桜馬場型甕棺墓の出現は，このような情勢を物語るものであったのである。
　しかし，弥生時代の後期より盛んとなった青銅器類の製造は，その製品が北九州地方より他地方
に流出するだけではなく，おそらく瀬戸内沿岸ではその製作も行なわれたのではないかと思われ
る。
　北九州地方では，権力で政治を行なう弱い階級社会が進展しつつあった。そこでは，青銅器は権
力者の宝器となった。しかし，共同体的な色彩の強い，より広い日本の地方地方においては，入手
された青銅器類が，その社会ではどういう役割を果したであろうか。
　その代表的なものが銅鐸である。銅鐸は族長の墓における副葬品として発見されることがないか
ら，それは個人所有の宝器ではなく，共同体の共有の祭器と考えざるを得ないのである。それは，
その社会で呪術的な判断などに役立ったことであろう。
　有鉤銅釧も権力者の手元にあるときは宝器であったが，北九州地方以外の土地に流出した場合，
それは本来の性格を失し，銅鐸などとともに共同体の祭器として扱われたのではなかろうか。そし
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て，後のことではあるが，銅鐸と同じように，集落をはなれた場所に埋蔵された。西山公園例はこ
のような特殊の運命を辿った青銅器と考えたいのである。そして，その埋蔵は，ほとんどの銅鐸が
そうであったように，まもなく生じた政治的社会の圧力による隠匿であると，わたくしは解するの
である。
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YUk6dokushiro　or　Barbed　Bracelet
　　　　　of　Ancient　Japan
S6suke　Sugihara
　The　Yuk6dokushiro　is　one　of　the　oldest　hronze　tools　in　Japan．　They　have　been　manu－
factured　in　100　A，　D．～200　A．　D．　We　have　a　cast　of　the　bracelet　found　in　Northern　KyUshU．
These　specially　formed　bracelets　are　probably　the　imitations　of　shell　ones．　The　scienti丘c　name
of　the　shell　is加〃zbis　chioga　L勿π6．　The　form　of　barbed　bracelet，　therefore，　originated　in　very
primitive　ornaments　of　Japan・，
　In　Northern　Kyushu，　we丘nd　the　bracelets　with　human　remains　in　the　double　jar　burial・
But　in　central　Japan，　we｛ind　the　bracelets　only・Ithink　that　they　were　treasures　of　the　chief－
tain　of　semi－class　society　in　Northern　KyushU　and　were　magical　goods　of　the　communities　in
C。nt．a1　J・p・n．　By　th・・t・dy・f　th・b・acel・ちwe　can　m・ke　clea・th・・t・u・t・re・f…i・ty　i・
Yayoi　age・
一13一
